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対称性から、 nC の第 1象限にある部分について考える。 

nC に含まれる題意の正方形のうち、第 1象限の )1(1 nkkxk ≦≦≦≦ の部分に含まれる個数は、 

ガウス記号を用いて
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各辺の 1k から nk  までの和をとると 
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区分求積法およびはさみうちの原理により 
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21 dtt は、半径1の円の面積の
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に等しいから 
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